
　全港湾が招待された ILWU（国際港湾倉庫労働
組合）国際大会ではコロナ過において一度、滞って
いた全港湾と ILWU との「友誼協定」を継続して協
定締結しました。2 月 7 日 ILWU よりワシントン
州タコマ港において世界最大規模に RORO 自動
車運搬船を運行する船社ワレニウス・ウィルヘル
ムセン・ロジスティクス（WWL）の同港、車両処
理センターの労働者 200 名を新たに組織化し、労
働協約締結を目指すたたかいにおいて労使紛争と
なっていると連絡がありました。2 月12 日に開催
された第１回中央港湾団交終了後に出席した全国
港湾と港運同盟の仲間の皆さんのご協力もいただ
いて労働側交渉委員全員にて「ILWU 闘争を支持
する」ボードを掲げた写真を撮影して、闘争支援行
動の第１弾として ILWU へ届けました。２月 21日
は中央本部３名、横浜支部 11 名、全横浜港湾の
仲間 4 名、ITF‐JC１名、総勢 19 名にて大黒ふ
頭 T２バースに接岸作業する「WWL FIGARO号」
本船船側にて全港湾組合旗と参加した各組合旗と

「ILWU 闘争を支持する」ボードを掲げ、「ILWU
闘争支援行動」を実施し、支援行動の前後には船
舶代理店社と元請企業店社の両社に ILWU タコマ
支部へ送った書簡を手渡し労使紛争の内容の理解
を求めました。快く、ご協力いただいた全国港湾、
全横浜港湾、ITF‐JC に感謝をするとともに、急
な動員要請に対応してくれた全港湾関東地方横浜
支部へ感謝をいたします。

全港湾中央本部　鈴木誠一
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